
 
市
民
参
加
の
行
政
運
営

　
　
　
　
　
　
 
　
に
つ
い
て

○
○
○
○
松
阪
市
議
会
議
員
○
○
川
○
口
○
○
保

問
　
市
長
が
出
向
い
て
の
市
民
座

談
会
の
出
席
者
が
少
な
い
、
質
問

の
事
前
通
告
性
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
。
ま
た
小
学
校
区
位
で
実

施
し
て
は
。

答
　
市
長
が
全
て
の
質
問
に
即
答

で
き
な
い
た
め
、
事
前
通
告
制
を

と
っ
て
い
る
。
参
加
者
も
質
問
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
、
項
目
を

絞
っ
て
自
由
討
論
の
よ
う
な
か
た

ち
も
考
え
た
い
。

　
小
学
校
単
位
で
は
市
長
の
日
程

が
厳
し
く
な
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
直
接
市
民
に
接
し
て
い
る
市

職
員
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
提

案
制
度
の
提
案
数
が
少
な
い
の
で

は
。

答
　
職
員
か
ら
積
極
的
に
提
案
で

き
る
よ
う
に
、
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。

 
市
議
会
議
員
の
役
割
を
問
う
た
一
年
で
し
た

 
松
阪
駅
西
地
区
市
街
地

　
　
 
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

川
口
　
保
の

一

般

質

問

　
代
表
質
問
の
三
月
議
会
を
除
き
、
六
月
議

会
、
九
月
議
会
、
十
一
月
議
会
で
一
般
質
問
を

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

問
　
松
阪
市
の
建
設
工
事
の
発
注

は
す
べ
て
公
正
、
公
平
、
透
明
な

一
般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
の
発
注
は
な
ぜ
談

合
が
起
き
や
す
い
指
名
競
争
入
札

で
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

答
　
組
合
施
行
で
あ
り
指
名
競
争

入
札
が
規
約
に
う
た
わ
れ
て
い

る
。
補
助
金
を
出
す
行
政
の
立
場

か
ら
公
正
、
公
平
な
事
業
執
行
を

指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
　
計
画
の
ホ
テ
ル
の
客
室
が
一

三
六
室
で
駐
車
場
が
二
〇
台
で
は

少
な
く
、
市
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
が
ホ
テ
ル
客
に
使
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
は
ホ
テ
ル
に
貸
さ
な
い
。
ホ
テ

ル
は
周
辺
の
民
間
の
駐
車
場
を
借

り
上
げ
る
こ
と
で
、
探
し
て
い

る
。

駅
前
に

　
駅
西
再
開
発
事
業
を
審
議
す
る

三
月
議
会
で
は
、
前
代
未
聞
の
二

十
三
時
間
の
連
続
議
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
開
発
そ
の
も
の
に
つ
い
て

　
市
は
そ
の
後
チ
ラ
シ
の
配
布
や

市
民
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し

ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

当
初
案
に
４
％
の
賛
成
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
十
一
月
議
会
で
の
私
た
ち
九
人

の
議
員
の
住
民
投
票
案
も
否
決
さ

れ
、
駅
西
に
二
十
一
階
建
て
七
０

ｍ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
で
き
る
計

画
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
行
政
っ
て
こ
ん
な
の
で
い

い
の
？
、
議
員
の
役
割
っ
て
何
？

を
問
う
た
一
年
で
し
た
。

　
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
川
口
保

後
援
会
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
議
員
活
動
も
三
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

　
平
成
一
九
年
の
一
年
間
の
松
阪

市
政
は
松
阪
駅
西
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
で
大
変
混
乱
し
た
年
で

し
た
。

23
時
間
の
徹
夜
議
会

は
賛
成
で
す
が
、
も
っ
と
市
民
に

説
明
を
し
、
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
ま
た
公
共
の
場
所
で
あ
る

駅
前
の
景
観
を
考
え
る
べ
き
だ
と

し
て
、
こ
の
議
案
に
は
反
対
し
ま

し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
十

九
、
反
対
十
三
の
僅
差
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。70

ｍ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

 
十
一
月
議
会

 
六
月
議
会
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八
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
四
日

市
大
学
で
公
開
授
業
「
地
方
議
会

論
」
が
あ
り
受
講
し
ま
し
た
。
地

方
議
会
に
つ
い
て
、
自
治
基
本
条

例
な
ど
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

四
日
市
大
学
公
開
授
業
受
講

　
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
元
市
議

会
議
員
の
小
阪
五
郎
さ
ん
が
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
受
章
を
祝

う
祝
賀
会
が
七
月
二
八
日
フ
レ
ッ

ク
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
百
名
の
地
元
の
人
た
ち
と
と

も
に
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

小
阪
五
郎
氏
叙
勲
受
章

　
　
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加

　
五
月
三
〇
日
、
会
派
「
ネ
ク
ス

ト
松
阪
」
の
四
議
員
が
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
第
一
号
の

認
定
を
受
け
た
富
山
市
に
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

富
山
市
に
行
政
視
察

　
十
月
十
一
日
～
十
二
日
に
か
け

て
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
都

市
問
題
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
都
市
問
題
会
議
に
参
加

 
川
口
が
講
師
を
務
め
る
第
三
期

「
中
高
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
が
九
月
二
五
日
開
講
し
ま

し
た
。

　
五
〇
代
か
ら
七
〇
代
の
皆
さ
ん

約
二
〇
名
が
パ
ソ
コ
ン
相
手
に
悪

戦
苦
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
高
齢
者
の

　
　
 
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
講

　
八
月
一
九
日
、
様
々
な
国
の
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
国
際
交
流
野
外

パ
ー
テ
ィ
ー
が
松
阪
森
林
公
園
で

あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

国
際
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加

チヂミ係の中国の尹
さん、宗さんと

　
柚
原
自
治
会
（
大
石
了
自
治

会
長
）
で
は
地
区
が
一
体
と

な
っ
て
全
国
的
に
も
珍
し
い
自

治
会
が
運
営
す
る
店
を

自
治
会
運
営
の
店
が
開
店

　
今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
地
域
格
差
や
郵
政
民
営
化
な

ど
に
よ
り
、
山
間
地
域
が
取
り

残
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
宇
気
郷
地
区
も
郵
便
局
が
撤

退
し
、
最
後
の
金
融
機
関
で

あ
っ
た
農
協
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
こ
の
た
め
地
区
の
人
た
ち
は

ち
ょ
っ
と
し
た
日
用
品
を
買
う

の
に
も
、
ま
た
年
金
を
お
ろ
す

の
に
も
町
ま
で
出
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
。

金
融
機
関
、
販
売
所
が
撤
退

　
今
年
七
月
、
松
阪
市
柚
原
町
に
自
治
会
が
運
営
す
る
、
食
料

品
、
日
用
雑
貨
を
販
売
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
う
き
さ
と
・
み
ん

な
の
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
　
う
き
さ
と

立
ち
あ
げ
た
。

　
こ
の
店
に
は
食
料
品
や
日
用

雑
貨
ほ
か
農
業
資
材
な
ど
も

揃
っ
て
い
る
。

　
ま
た
隣
接
す
る
郵
便
局
も
自

治
会
が
運
営
す
る
。

　
七
月
一
六
日
に
市
長
等
を
迎

え
て
開
店
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
。
皆
様
も
大
い
に

ご
利
用
下
さ
い
。

柚原自治会が運営する
「みんなの店」

柚原町

 
平
成
十
九
年

 
 

川
口
保
議
員
日
記



こ
れ

で
も

Ｏ
Ｋ

→

h
t
t
p
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w
w
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t
a
m
o
t
s
u
.
i
n
f
o
/

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

は

等
・

　
　
　
　
　
な
ん
で
も
１
０
選

◆
私
が
選
ん
だ
松
阪
市

◆
川
口
議
員
の
一
般
質
問

◆
保
っ
ち
ゃ
ん
日
記

◆
川
口
　
保
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
（
松
阪
市
の
一
行
紹
介
）

◆
コ
ン
パ
ク
ト
松
阪

◆
松
阪
市
の
概
要

内
容
は

　
念
願
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
三
月

末
を
め
ど
に
開
設
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
資
料
の
収
集
と
、
ま
と
め
に
大

変
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
回

は
第
一
弾
で
今
後
ま
す
ま
す
充
実

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
！

三
月
末
頃
を
め
ど
に

・
偉
人
・
桜
の
名
所
・
記
念
館

・
名
勝
・
史
跡
・
公
園
・
祭
り

t
a
m
o
t
s
u
.
i
n
f
o

　
川
口
は
そ
の
他
、
次
の
議
員
、

委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

松
阪
地
区
広
域

　
　
　
　
衛
生
組
合
議
会
議
員

松
阪
地
区
広
域
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員

松
阪
飯
多
農
業
共
済

　
　
　
　
事
務
組
合
議
会
議
員

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
委
員

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
編
集
委
員
会
委
員

松
阪
市
文
化
財
保
護

　
　
　
　
　
　
　
審
議
会
委
員

松
阪
市
農
業
振
興
審
議
会
委
員

松
阪
市
第
二
清
掃
工
場

　
　
　
運
営
協
議
会
委
員
　
他

そ
の
他
の
役
職

　
八
月
の
臨
時
議
会
で
中
出
議
長

が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
各
役
職
が

決
ま
り
、
川
口
は
新
人
議
員
と
し

て
は
大
役
の
文
教
経
済
委
員
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

文
教
経
済
委
員
長
に
就
任

 
河
南
省
は
三
重
県
と
友
好
県
省

を
結
ぶ
中
国
最
大
の
人
口
約
一
億

人
を
擁
す
る
省
で
す
。

　
河
南
省
の
各
市
で
の
交
流
会
、

北
京
市
の
中
日
友
好
協
会
で
の
交

流
会
で
は
歓
迎
を
受
け
、
意
義
あ

る
話
し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

三
重
県
の
友
好
省
の
河
南
省
へ

　
中
国
は
人
口
が
一
三
億
人
で
日

本
の
十
倍
、
国
土
が
日
本
の
二
六

倍
も
の
広
大
な
国
で
す
。

　
政
治
は
社
会
主
義
、
経
済
は
市

場
主
義
と
い
う
変
則
的
な
国
の
か

た
ち
が
中
国
経
済
を
押
し
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　
特
に
今
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
上
海
万
博
を
控
え
て
、
各
地
で

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
ま

す
。

途
方
も
な
い
大
国
・
中
国

　
日
中
友
好
議
員
連
盟
の
訪
中
団

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
県
下

七
市
か
ら
十
一
名
の
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
視
察
地
は
、
上
海
か
ら
河
南
省

の
許
昌
市
、
鄭
州
市
、
そ
し
て
中

国
の
首
都
北
京
で
し
た
。

　
第
二
八
次
訪
中
団
に
参
加

日
中
友
好
促
進
三
重
県
議
連

　
中
国
か
ら
日
本
へ
は
漢
字
、
食

べ
物
、
医
学
、
仏
教
な
ど
が
伝
来

し
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
つ
き
あ

い
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
の
視
察
で
得
た
知
識
や
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

今
後
平
和
な
付
き
合
い
を

　
今
回
の
視
察
で
躍
進
す
る
中
国

の
姿
と
と
も
に
課
題
の
部
分
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
国
の

大
気
を
覆
う
「
霧
」
の
問
題
、
都

市
と
農
村
の
格
差
の
問
題
、
急
増

す
る
自
動
車
へ
の
対
応
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

躍
進
中
国
に
多
く
の
課
題
も

　中日友好協会で（北京市）

http://www.tamotsu.info/�
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川
の
合
流
点
に
つ
く
地
名
に
は

川
合
、
落
合
、
河
内
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
大
台
町
の
川
合
は
宮
川
と

大
内
山
川
の
合
流
点
で
す
。
松
阪

市
内
で
は
大
河
内
町
が
こ
れ
に
あ

た
り
、
阪
内
川
と
矢
津
川
の
合
流

点
で
す
。

　
川
の
合
流
点
に
つ
く
地
名

　
松
阪
市
内
に
は
櫛
田
川
、
阪
内

川
、
三
渡
川
、
中
村
川
な
ど
が
流

れ
、
こ
の
川
の
近
く
に
は
川
の
影

響
を
受
け
た
地
名
が
た
く
さ
ん
み

ら
れ
る
。

　
今
回
は
川
に
由
来
す
る
地
名
の

探
訪
で
す
。

清
水

久保

川
合

大
河
内

東
久
保 川島

 
久
保
は
大
洪
水
や
地
す
べ
り
跡

　
久
保
は
荒
廃
地
に
つ
く
地
名

　
湧
水
地
点
に
つ
く
地
名
と
し
て

は
清
水
町
が
あ
り
、
近
く
に
山
が

な
い
こ
と
か
ら
、
櫛
田
川
の
伏
流

水
が
湧
水
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
新
屋
庄
町
の
清
水
も
雲
出

川
の
影
響
を
受
け
た
湧
水
地
点
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
湧
水
地
点
に
つ
く
地
名

　
川
の
中
州
に
つ
く
地
名
と
し
て

は
、
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
戦

の
あ
っ
た
川
中
島
が
有
名
で
す
。

川
中
島
は
千
曲
川
と
犀
川
の
中
州

で
す
。

　
松
阪
市
内
で
は
松
名
瀬
町
の
中

村
が
櫛
田
川
の
中
州
に
あ
り
、
こ

の
名
前
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
川
島
町
や
井
口
中
町
の

中
川
原
は
地
名
か
ら
、
か
っ
て
こ

こ
が
中
州
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
川
の
中
州
に
つ
く
地
名

　
川
に
関
す
る
地
名
で
、
河
口
を

示
す
川
尻
（
明
和
町
）
や
川
口
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
矢
の
川
峠
（
尾

鷲
市
）
の
矢
川
は
勢
い
よ
く
流
れ

る
川
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
地
名

 
松
阪
市
内
で
久
保
の
つ
く
町
名

名
は
、
久
保
、
久
保
田
、
東
久
保

が
あ
り
ま
す
。

 
こ
の
内
、
久
保
は
金
剛
川
、
久

保
田
は
坂
内
川
、
ま
た
東
久
保
は

櫛
田
川
の
近
く
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

 
久
保
は
小
字
名
に
も
多
く
つ
い

て
い
て
松
阪
市
内
に
も
東
ヶ
久

保
、
部
田
久
保
、
久
保
出
、
小
久

保
、
大
久
保
、
上
久
保
、
向
久
保

な
ど
が
あ
り
、
久
保
だ
け
の
小
字

名
も
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。

松
阪
市
内
の
久
保

の
土
地
の
荒
廃
し
た
様
子
を
表
す

地
名
で
す
。
も
と
も
と
は
窪
地
を

示
す
「
窪
」
と
い
う
字
で
あ
っ
た

の
が
、
「
久
保
」
の
字
を
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
高

知
県
の
窪
川
の
よ
う
に
元
の

「
窪
」
の
字
を
用
い
て
い
る
所
も

あ
り
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

　　
ま
つ
風
第
３
号
、
昨
年
よ

り
少
し
遅
れ
て
ま
し
た
が
、

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
会
報
に
対
し
て
、
ま
た
後

援
会
活
動
へ
の
ご
意
見
ご
希

望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　 
 
 
 
 
 
編
集
部

 
連
載
③

 
 

ま
つ
さ
か
地
名
探
訪

     　    川口保後援会事務所

　        松阪市西野町1867-1
　    　TEL 0598-58-2948
        FAX 0598-58-2948
 E-mail:kawaguch@
ma.mctv.ne.jp
 http://www.tamotsu.info/

川
に
関
す
る
地
名
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